


価格 

災害発生直後の配置図（パース）全体 

（要援護者用、共用、スタッフ用含む） 

 

概算　50万円強 

大部屋マット 
 

パーテーション　4人用 
要援護者室（約4帖） 

更衣パネル 

連絡ボード 

サインボード 

 

 

228枚 

 
 

12室 

4基 

2基 

2基 

 

@600円 
 

 
@12,000円 

@12,000円 

@  3,200円 

@  1,500円 

 

災害発生直後は、要援護者のケアと健常者の

連帯感を高めることが大切です。 

情報を共有し、不便ながらもいたわりあう

避難所生活をイメージしたパースです。 
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災害発生直後の配置図例　　中学校・高校用バスケットボールコート（420m2
）を基準とした例  

　　 

時間　

健常者の大部屋2ブロック（1050角×228枚）　約150名収容 

要援護者用室（約4帖）　要援護者の方やご病気の方などがいる家族　12家族　約50名収容　計200名　　　　 



　避難所生活の長期化によるストレスは、災害発生直後から復興期に至るまでの様々な精神衛生上の問題、人

間関係の悪化、復興への意欲の喪失など、避難者に多大な影響を与えます。 

　また、被災された方が避難所での生活を嫌い、自家用車等で寝泊まりをし、エコノミー症候群になるなどの

被害も知られております。 

　同じ被害者、同じ地域のご近所とはいえ、プライバシーもなく、肉体的、精神的な我慢を強いられながらの慣

れない集団生活は、避難所生活者に計り知れないストレスを与えます。 

　私たちは、このような災害による被害者の生活の質を守ることが、復興に大きく寄与するものと考え、私たち

がこれまでやってきた環境づくりの技術を生かし、このダンボールファニチャーを提案するものです。 

価格 

復旧期の配置図（パース）全体 

（共用、スタッフ用含む） 

 

概算　70万円強 

パーテーション　4～5人用 

　　　家族用室（約5.4帖） 

　　　　　　　        30室　＠16,000円  

避難所生活が長引くと、プライバシーと居

住性を高め生活の質を守る必要性があり

ます。災害発生直後よりも１人当りのスペー

スを広くしています。 

更衣パネル 

連絡ボード 

サインボード 

遊具セット 

4基 

2基 

2基 

3ケ所 

@12,000円 

@  3,200円 

@  1,500円 

@15,000円 
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4人用パーテーション 遊具セット スタッフ用机／椅子 更衣パネル 連絡ボード サインボード スタッフ用棚 
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凡例 

　経過 

復旧期の配置図例　　 左図と同じスペースにプライバシーを守り居住性を配慮した例　 
家族用室（約5.4帖）　1部屋4～5人家族　30家族　約120～150名　　　　 
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　ご提案するダンボールファニチャーは、多くの支援団体、自治体、そして実際に被災された方へのヒアリングを

通じて、より望ましいものを目指してまいりました。�

　ダンボールを主材にしたことは、廉価で軽く手軽に運べ、95%リサイクルのエコ商品であり、すでに資源ゴミと

しての回収システムができているからです。更に、備蓄や緊急時の運搬の効率化を図るため、現状の流通システ

ムであるパレット寸法に合わせた荷姿の標準化として結実したものです。�

　また、インターセプト株式会社のバイオタフPO（国土交通省新技術認可商品No.CG-010012）を使用したダ

ンボールの防水効果を試しています。�

●被災後の被害者の精神状態や支援の状態に合わせた自由度�

　被災された方は、被災直後の茫然自失期、安堵感や連帯意識の高まりによる高揚期、避難所での生活の長期化

による幻滅期、復興に向けての再建期など、その精神状態は推移するといわれています。�

　支援も同様に、災害直後の救出・救命から、避難所での生活支援、生活再建のための復旧・復興支援と状況は時々

刻々と変化します。提案したダンボールファニチャーは、その変化にあわせたフレキシブルな利用を可能とするも

のです。�

●標準化による簡便な組立�

　被災直後は工具もなく、難しい組立は困難です。ワンタッチで自立するパーテーションやマットは特別な指

示や説明がなくても簡単に組み立てることができるようになっています。簡単な構造とモジュール化により、皆が

同じスペースを確保できるように標準化しました。この標準化は、避難所での大きなストレスの原因となる不公

平感を排除します。被災者の公平感は復興への活力となる重要な要件なのです。�

●やさしい気持ちの雰囲気作り�

　子どもたちの泣き声に気持ちをいらつかせ「うるさい。」と言いたくなる避難所生活と子どもたちの笑い声が

聞こえる避難所生活とどちらが良い生活環境でしょうか。私たちは、後者をめざして子どもたちのための遊具を

用意しました。　�

　また、ダンボールファニチャーを茶色のダンボール色とせず、畳の色としました。そして、心やすまる花模様を

プリントしました。自宅とまでは言えなくとも、せめて畳の上で座卓で食事ができて、被災地に「やさしい気持ち

の人間らしさ」を届けたいと考えました。�

●繰り返し訓練して有事に備えるシステムの構築�

　ダンボールは今日、生活必需品として大量生産される一般消費材です。長期保存を前提に作られていないので、

3年以上保存が可能なダンボールをお届けするには、少々コスト高となります。また、受入側の倉庫には換気も必

要です。�

　一方、ダンボールは、必要数を数日でお届けできる生産ラインと配送システムが整っており、救援物資としての

運搬許可さえあれば、すばやくダンボールファニチャーを製造して被災地に納入することが可能です。�

　いつ来るかわからない災害に備えて、予測される被災者全員分を備蓄するのではなく、避難所ごとに最低限必

要な分、例えば要援護者分を備蓄し、残りは実際の災害時に素早く納入する新たな備蓄システムをご提供したい

と考えます。備蓄品は、毎年行われる防災訓練の際に使用して、避難所生活や避難所の運営を体験学習されるこ

とをお奨めします。�

◆ 非常時にも人間らしさを保つシステム ◆�

�

�

前田環境美術株式会社�

代表取締役　前田　卓範�
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Item No.1 パーテーション�

②先端から順次折り曲げ� ③完成�①ダンボールを90°開き�
　コーナーゲージを持ち上げる�

●避難所生活の質を確保すること�

�
　　　避難所での生活の質とは、個人・家族のスペースとプライバシーが守られ、『住む』基本があることと考えました。�

�

　『住む』基本とは�
�

　　　● 個人・家族のスペースが明示されること＝部屋があること�

　　　● 個人・家族のスペースに他人の視線も含め進入させない＝目隠し�

　　　● 個人・家族の所有物を他人の目に曝さない（プライバシーの確保）＝収納ボックス�

　　　● 食事の場所を整える�

　　　● 遊びがある、遊びの空間・道具を整える�

�

さら�


